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始
動

平
成
24
年
度
の
町
政
の
方
向
を
決
め
る
町
議
会
３
月
定
例
会
は
、
３
月
７

日
か
ら
16
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
定
例
会
初
日
の
７
日
、
鈴
木
重
男
町

長
は
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施
策
に
つ
い
て
、
町
総
合
計
画
の
体
系
ご
と
に

力
強
く
施
策
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。（
内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
全
文

は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

今
年
は
復
興
元
年
と
し
て
位

置
づ
け
、
国
・
県
は
、「
大

震
災
か
ら
の
復
興
、
農
林
漁
業
の

再
生
」
を
両
輪
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
町
は
東
日
本
大

震
災
の
経
験
を
踏
ま
え
、
被
災
地

の
支
援
を
進
め
な
が
ら
防
災
対
策

を
は
じ
め
、
生
活
・
医
療
・
定
住
・

子
育
て
支
援
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
な
ど
「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
新
規

事
業
を
盛
り
込
み
ま
す
。　
　
　

　

さ
ら
に
農
林
業
の
振
興
・
６
次

産
業
化
の
推
進
、
中
心
市
街
地
の

活
性
化
な
ど
に
重
点
的
に
取
り
組

む
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の

　

重
点
施
策

町
民
が
抱
え
る
不
安
を
一
つ

一
つ
解
消
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
整
え
、

「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
を
実
現

す
る
た
め
の
基
本
方
策
と
し
て
位

置
づ
け
、
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ま

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
計

画
策
定
を
進
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

  

今
年
度
は
、
各
分
野
に
お
い
て

「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
主
眼
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

  

町
民
の
「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」

実
現
に
向
け
て
は
、
防
災
拠
点
と

な
る
小
・
中
学
校
の
太
陽
光
発
電

施
設
整
備
、
携
帯
電
話
不
感
地
域

の
解
消
、
町
内
バ
ス
路
線
の
運
行

本
数
拡
大
な
ど
を
進
め
ま
す
。

  

基
幹
産
業
の
振
興
に
向
け
て
は
、

粗
飼
料
自
給
率
向
上
、
搾
乳
牛
増

頭
、
優
良
後
継
牛
確
保
、
肉
用
牛

改
良
、
農
畜
産
物
加
工
ブ
ラ
ン
ド

化
な
ど
に
よ
り
足
腰
の
強
い
畜
産

経
営
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

  

中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
ま
ち
な
か
活
性
化
協
議
会
活

動
支
援
、
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、

中
心
市
街
地
再
整
備
の
具
現
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

  

定
住
促
進
に
つ
い
て
は
、
定
住

者
奨
励
金
交
付
、
新
婚
ラ
イ
フ
サ

ポ
ー
ト
金
支
給
、
定
住
化
促
進
住

宅
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

  

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
医

療
費
助
成
の
拡
大
、
予
防
接
種
費

用
助
成
、
発
達
障
が
い
児
対
策
な

ど
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

  

震
災
復
興
支
援
に
つ
い
て
は
、

町
の
災
害
復
興
基
金
を
活
用
し
て
、

被
災
市
町
村
へ
の
職
員
派
遣
、
被

災
地
生
徒
等
受
入
支
援
、
被
災
地

支
援
団
体
の
活
動
支
援
な
ど
を
実

施
し
て
参
り
ま
す
。

  

ま
た
、
繰
越
事
業
と
し
て
、
災

害
に
強
い
情
報
通
信
基
盤
施
設
の

構
築
、
災
害
復
旧
対
策
、
葛
巻
小

学
校
屋
内
プ
ー
ル
整
備
、
く
ず
ま

き
交
流
館
プ
ラ
ト
ー
浴
室
増
築
な

ど
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

会計名 予算額 伸び率

 一般会計 48億  476万円 1.6％

特　

別　

会　

計

国民健康保険事業勘定特別会計 10億5879万円 △4.9%

簡易水道事業特別会計 1億6736万円 △0.8%

農業集落排水事業特別会計 1億8559万円 △7.0%

後期高齢者医療事業特別会計 6667万円 0.3%

国民健康保険病院事業会計 9億2140万円 0.2%

総　合　計 72億  460万円 0.1%

※国民健康保険病院事業会計は、収益的収支のうち収入の額

平
成
24
年
度
予
算
は

　
　
　

総
額
72
億
円
に

歳出 歳入
48億476万円 48億476万円

借りた資金の返済に 
8億719万円
（16.8％）

借りた資金の返済に 
8億719万円
（16.8％）

借りた資金の返済に 
8億719万円
（16.8％）

社会保障や保育園に
10億2,005万円
　（21.2％）

社会保障や保育園に
10億2,005万円
　（21.2％）

社会保障や保育園に
10億2,005万円
　（21.2％）

道路の整備・維持に 
2億3,496万円（4.9％） 
その他
1億8,156万円（3.7％）

町の運営や地域情報化に
8億665万円
　（16.8％）

町の運営や地域情報化に
8億665万円
　（16.8％）

町の運営や地域情報化に
8億665万円
　（16.8％）保健・衛生、

環境対策に
7億4,294万円
（15.5％）

保健・衛生、
環境対策に
7億4,294万円
（15.5％）

保健・衛生、
環境対策に
7億4,294万円
（15.5％）

農林・畜産振興に
3億9,747万円
（8.3％）

農林・畜産振興に
3億9,747万円
（8.3％）

農林・畜産振興に
3億9,747万円
（8.3％）

学校教育や生涯学習に
3億3,697万円
（7.0％）

防火や災害対策に
2億7,697万円
（5.8％）

地方交付税 
30億1,000万円（62.6％）

その他の自主財源
1億5,791万円
（3.3％）

分担金及び負担金
7,447万円（1.6％）

町税
4億7,254万円
（9.8％）

国・県支出金
6億2,383万円（13.0％）
国・県支出金
6億2,383万円（13.0％）
国・県支出金
6億2,383万円（13.0％）

町債
3億5,330万円
（7.4％）

その他の依存財源
1億1,271万円
（2.3％）

15年度

16年度

17年度

18年度

19年度

20年度

21年度

22年度

23年度

24年度

65.0億円

57.2億円

48.9億円

51.3億円

49.3億円

48.2億円

45.9億円

47.4億円

47.3億円

48.0億円

一般会計当初予算の推移

平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
と

特
別
会
計
の
予
算
が
３
月

町
議
会
定
例
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。

総
額
は
72
億
４
６
０
万
円
で
、
前

年
度
を
0.1
％
上
回
り
ま
し
た
。   

一
般
会
計
の
総
額
は
、
前
年
度
を

1.6
％
上
回
る
48
億
４
７
６
万
円
で

す
。
さ
ら
に
、
23
年
度
か
ら
の
繰

越
事
業
と
し
て
、
災
害
復
旧
事
業

で
４
億
２
千
万
円
、
当
初
計
上
分

の
普
通
建
設
事
業
で
１
億
６
０
０

０
万
円
、
国
の
３
次
補
正
に
伴
う

補
助
事
業
で
４
億
５
０
０
０
万
円

の
事
業
費
を
見
込
み
、
24
年
度
の

執
行
額
ベ
ー
ス
で
は
58
億
円
規
模

と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
、
町
税
は
雇
用
状

況
の
悪
化
な
ど
に
よ
る
落
ち
込
み

を
見
込
み
、
1.5
％
減
の
４
億
７
２

５
４
万
円
で
す
。歳
入
の
62
・
６
％

を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
30
億
１

０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
４

０
０
０
万
円
下
回
る
見
込
み
で
す
。

歳
出
の
う
ち
、
い
わ
ゆ
る
借
金
の

返
済
に
充
て
る
公
債
費
は
6.4
％
減

の
８
億
７
１
９
万
円
で
、
年
々
順

調
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

一般会計当初予算の内訳

町民一人当たりで計算すると
（24年3月1日現在の人口7,329人で計算）

受けるサービス　　65万5,582円 町税の負担　　６万4,475円

会計別の予算額 平日長力は

安心して暮らせるまちづくりへ
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①健康で快適に暮らせるまちづくり
　◆子どもの医療費無料化を中学生まで拡大   700万円
　◆子宮頸がんなどワクチン接種に対しての補助 750万円
        ▷下記をご覧ください
　◆ぬくもり助成           414万円

②地域で支えあうまちづくり
　◆被災者住宅再建支援 　　 300万円
　　▷震災の津波で自宅が全壊した被災世帯に対し
　　    町内での持ち家による住宅再建を支援
　◆被災地支援を行う団体へ活動費の補助　 150万円
　◆被災地の生徒の受入事業に対して補助   400万円
　◆公共施設再生可能エネルギー等導入事業  9,900万円
        ▷災害時に拠点となる学校などに太陽光発電設備や
            蓄電池、高所照明装置を導入
    ◆消防ポンプ自動車の整備（第17分団）　  2,100万円
    ◆小型動力ポンプ積載車の整備（第９分団） 735万円

③環境を守り育てるまちづくり
　◆エコ・エネ総合対策事業補助金　　 600万円
　　▷今までの町民を対象にした「新エネルギー等導入
　　　事業費補助金」に「企業連携分」を新たに加え、
　　　エコ活動の取り組みを網羅した総合的な補助
　◆バイオガスシステムの改修  　　  1,380万円
　　▷町内から回収した生ごみを再利用するため

新たな事業に
④資源を生かした産業を推進するまちづくり
　◆乳用牛や肉用牛の人工授精の経費を助成　 100万円
　◆10歳齢以上の黒毛和種繁殖牛更新のための経費助成 100万円
　◆乳牛導入120周年記念事業   300万円
　◆中心市街地の街路灯をＬＥＤ化  567万円
　◆若者用の定住促進住宅を３棟整備  3,759万円
　◆住宅リフォーム応援奨励金　 600万円
   　▷補助率５分の１・上限200千円。商品券で支給
　◆定住促進の奨励金    157万円
　   ▷Ｕ・Ｉターン世帯に奨励金を商品券で支給
　◆新婚ライフサポート金    150万円
　　▷新婚夫婦（夫婦のいずれかが45歳未満）に
　　　10万円分の商品券を支給
　◆若者雇用（30歳未満）をする事業主に奨励金  600万円
　◆ 高齢者雇用（60歳以上）をする事業主に奨励金    600万円
　◆中心市街地の活性化のために 250万円

⑤人と文化を育むまちづくり
　◆社会体育館の耐震診断  800万円
　◆高等学校の教育振興のために 690万円

⑥交流を広げ、誇りをもって情報発信するまちづくり
　
　◆冬部・江刈馬渕方面のバス路線本数を拡大 450万円
　◆携帯電話の不感地域を解消するために   3,000万円
　◆道路の改良のために 9,923万円

⑦交流を広げ、誇りをもって情報発信するまちづくり
　◆協働のまちづくりへの補助　  600万円
　◆自治会の活動交付金 1,750万円

　くずまキッズ予防接種事業　　　　　　　　　　　担当：健康福祉課　内線157

平成24年度に、次の予防接種を受けた子ども
の保護者へ「くずまき高原商品券」により、

接種費用の一部を助成します。
　おたふく風邪は、感染し重症化すると無菌性髄膜
炎や難聴を引き起こします。また、みずぼうそう
(水痘)は感染すると発疹し全身にかゆみを伴います。

　ワクチン接種推進事業　　　　　　　　　　　　担当：健康福祉課　内線157

現在、国の補助事業により実施している「子宮
頸がん等予防接種事業」の対象者となってい

ワクチンの種類 助成対象 助成内容 接種できる医療機関および助成方法

子宮頸がん

予防
平成24年度に高校３
年生相当となる女子

全額

補助

①葛巻病院▷無料
②町外医療機関▷接種料金を一旦、医療機関へ支払い、子
宮頸がん予防ワクチン接種費用が明示された領収書および
印鑑、振込口座番号を健康福祉課へお持ちください。

高齢者用

肺炎球菌

65歳以上の人で、医
療機関、または社会
福祉施設等に入院・
入所されている人

①町内医療機関▷無料
②町外医療機関▷接種料金を一旦、医療機関へ支払い、高
齢者用肺炎球菌ワクチン接種費用が明示された領収書およ
び印鑑、振込口座番号を健康福祉課へお持ちください。

感染力が非常に強く、感染した場合、保育園や学校
へ登園・登校できなくなるほか、保護者にとっても
負担が大きくなります。
　いずれの予防接種も任意接種（保護者の判断）で
すので、接種可能な医療機関であれば町内外を問わ
ず接種が可能です。

種　　　類 助成対象者 助成額 助成後の自己負担額 助　成　方　法６歳未満 6歳以上

おたふく風邪 １歳から就学前
までの子ども

3,000円 3,310円 2,520円 医療機関に接種料金を支払後、領収書
および印鑑を持参のうえ、健康福祉課
へ申請してください。みずぼうそう 4,000円 3,910円 3,120円

※上記「助成後の自己負担額」は、葛巻病院での接種単価を参考にしています。

ない高校３年生相当の女子に対して、接種費用を全
額補助します。

　今年度の町の予算では、安心・安全の対策や雇用確保、定住化をはじめ保育料の軽減など町民生活に関わり
の深い分野に重点を置くとともに、産業振興などの新規事業を積極的に盛り込んでいます。ここでは、新たな
施策の主な事業について概要をお知らせします。詳しい内容は、後日全世帯に配布する「町民向け予算書」を
ご覧ください。（金額は予算額）

積極的に取り組みます


